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	応用
	抗原情報
	背景
	ヒトNDUFA1遺伝子は、呼吸鎖複合体Iの必須構成要素であるNADHからユビキノンへの電子伝達を担うタンパク質をコードしています。N末端疎水性ドメインは、ミトコンドリア内膜を横断するαヘリックスに折り畳まれる可能性があり、C末端親水性ドメインは複合体Iの球状サブユニットと相互作用することが知られています。高度に保存された2つのドメイン構造は、この特徴がタンパク質機能に重要であり、ミトコンドリア内膜においてNADH：ユビキノン酸化還元酵素複合体のアンカーとして機能する可能性を示唆しています。しかしながら、NDUFA1ペプチドは、複合体Iのプロトン輸送に関与する「疎水性タンパク質」（HP）画分を構成する約31の構成要素の1つです。したがって、NDUFA1ペプチドは、その機能にも関与している可能性があります。 [RefSeq提供、2008年7月],疾患：NDUFA1の欠陥は、複合体Iミトコンドリア呼吸鎖欠損症[MIM:252010]の原因です。複合体I（NADH-ユビキノン酸化還元酵素）は、ミトコンドリア呼吸鎖の最大の複合体であり、40以上のサブユニットを含みます。複合体Iはミトコンドリア内膜に埋め込まれており、一部はマトリックスに突出しています。複合体I欠損は、ミトコンドリア疾患の最も一般的な原因です。呼吸鎖欠損症全体の3分の1を占め、神経疾患から心筋症、肝不全、ミオパシーまで、さまざまな臨床症状の原因となります。,機能：ミトコンドリア膜呼吸鎖NADH脱水素酵素（複合体I）の補助サブユニットであり、触媒作用には関与していないと考えられています。複合体Iは、NADHから呼吸鎖への電子伝達に機能する。この酵素の直接の電子受容体はユビキノンであると考えられている。,類似性：複合体I NDUFA1サブユニットファミリーに属する。,サブユニット：複合体Iは45の異なるサブユニットから構成される。,組織特異性：主に心臓と骨格筋で発現する。,
	研究分野
	タグと細胞マーカー; 細胞内マーカー; 細胞小器官; ミトコンドリア; シグナル伝達; 代謝; ミトコンドリア; がん; がん代謝; 代謝シグナル伝達経路; エネルギー代謝の統合; 経路とプロセス; ミトコンドリア代謝; ミトコンドリアマーカー; エネルギー伝達経路; エネルギーの統合; 酸化的リン酸化; 複合体 I
	画像データ
	

	パラフィン包埋ヒト胃腺癌の免疫組織化学分析。1、抗体を1:200に希釈（4℃で一晩）。2、抗原賦活化にはTris-EDTA、pH9.0を使用。3、二次抗体を1:200に希釈（室温、45分）。

